
食　　物

C　19

＜

で

を

討

く

ﾉ<

地

よ

用

す

０

く

ら

り

た

熟

ん

と

あ

対

す

校 、

は

り 、

い 、

る

０

れ

返

物

な

げ

C 20

目

る

象

る

方

そ

も

部

的

と

に

こ

法

フ

れ

同

い

の

ず

結 果

た。

さ れ

） で

緑 色

ん 豆

また

中

茨

思

食

と

テ

ぞ

国

く

と

つ

ま

る

あ

の

が

炭

米

城

ホ

女

ン

子

デ

短

ユ

大

ラ ス

富

共

川

〔(社) 日本 家政 学会

和 国 に お け る 栄 養 調 査 に つ い て　 （ 第 一 報 ）

浩 子

＞　 発 展 途 上 国 が 抱 え る 様 々 な 問 題 の中 で、 栄 養 の 問 題 は ひ と つ の 重 要 な 課題

わ れ る。 こ の 課 題 を 考 え る た め の ひ と つ の 資 料 と し て、 ホ ン デ ュ ラ スの 高 校生

事 に 関 す る 調 査 を 行 い、 ま ず 第 一 報 で は そ の 食 生 活 の 実 態 と 傾 向 を と ら え、 検

を 主 な 目 的 と し た。

＞　 ホ ン デ･･ ラ ス に お け る 師 範 高 校1     2 校 の 中 か ら、 今回 は ４ 校（ テ グ シ ガ ル

イカ ル パ 校、 チ ョ ル テ カ 校、 テ ラ 校） を 選 び 調 査 対 象 校 と し た。 こ れら の 調 査

れ 首 都 と 県 庁 所 在 地 で、 山 間 部、 商業 都 市、 海 岸 都ti ど を 含 ん で い る。　こ れ に

内 で の 食 生 活 の 地 域 差 に つ い て も考 慮 し て み た。 調 査方 法 は ア ン ケ ート 形 式を

つ か の 食 生 活 に 関 す る 質 問 と、 あ る一 日 に つ い て、 摂 取し た 食品 の 内 容 を 記 入

し た。 対 象 者 は 各 校 の 男 女 生 徒（1     5 －20 才 ）、 ア ン ケ ー ト 配 布 数 は 各 校１

に 設 定 し た。

＞　 食 生 活 上 の 特 徴 とし て は、 朝 食 の欠 食 率 が 高 く、 特 に 下 宿 生 に 多 く 見 受 け

た 全 体 的 に は、 食 事 内 容 の バ ラ エ テ ィ が 少 な く、 同 じ 食品 が １ 日 ３ 食 の中 で 繰

こ と も多 い。 そ の 中 で 主 食 は ト ル テ ィ ー ジ ャ（ と う も ろ こ し の 粉 を 練 り、 焼 い

る か、 パ ン も 見 ら れ、 ま た 北 部 梅 岸地 方 でIt    バ ナ ナ（ 数 種 類 あ り、 主 と し て 未

物 ） が 揚 げ る な ど し て 常 食 と さ れて い た。 他 に 常 食 さ れ て い る 食 品 と し て、 い

あ げ ら れ る。 食 品 群 別 で は、 魚 介 類、 い んげ ん 豆 以 外 の 豆 類 の 摂 取 が 少 な い こ

酸 飲 料 が 多 く 飲 ま れて い る な ど の特 徴 が あ る。

ス イ ス にお け る 日常 食 と 食 料調 達（ 第２ 報 ）

一 異な る 言 語圏 にお け る 日 常 料理 の 出身 地 と 地 域 性－

福 岡 教 育 大　　 秋永 優子

目 的　 九 州 ほ ど の国 土 面積 が さ ら に四 言 語 圈で 区 分さ れ 、一方 、自 然 条 件 の厳し さ に よ

る 食 料 生産 の 困 難か ら 自 給率 の低 い スイ ス で 、日 常 の 食生 活 が ど のよ う に営 まれ てい る か

につ いて 研 究し てき た 。 スイ ス に おけ る 日 常 食の 地 域 性維 持 の 現状 が 、 日常 料理 の 洋風 化

・全 国両 一 メ ニ ュ ー化 お よび 食料 の 外国 依 存化 を 強 め てい る わ が国 に と って 、各 地で 育 ま

れて き た食 生 活 の存 続 の ため の一 つ のモ デ ルと な り 得る か 検 討し て い る 。 今回 は 、主 と し

て 日 常 食を 構 成 する 料 理 の出 身 地 を明 ら か にす る こ と によ っ て得 ら れ た 各言 語 圏 の特 色 に

つ い て 報告 す る 。

方 法　 前 回 一 部を 報 告し た 独 語 圓 の町A  a r 3 0　・ 仏 語 腫の 町PdI  ly　・ ロ マン シ ュ 語 間地 域

E n e a d I D e中 部 地方 に お いて 行 っ たレ スト ラ ン の日 替 り定 食 調 査 の結 果 につ い て 、ス ープ 料

理と メイ ン 料 理 の出 身 地 等に 関し て 解析 を 行っ た 。 合 わせ て 、 スイ ス の 高等 学校で 用い ら

れて いる 調 理 実 習教 科 書 ５冊 につ いて も 、 ス ープ 料 理 とメ イ ン 料理 の 出 身地 お よび ス ー プ

料 理 の 調理 法 、 肉料 理 の 主材 料 を 分 析し た 。

結 果　 ス ープ 料理 は 、 どの 土 地 にも あ る よう な 出 身 地特 定 不 能の も の が３ 調 査 地と も に

多 かっ たが 、 出 身地 が 明ら か な も の につ いて み る と 、A  a r a u で は ス イ ス以 外 に6    ヵ 国 に わ

たっ てい た の に 対し,    Pul 1 y とE  D g a d I D e中 部 地 方 で はそ の 近 隣 地の 出 身 に限 ら れて い た 。

メ イ ン 料理 につ いて も 、A  a r a u と 他 の調 査 地と で は 異な っ た 傾向 が み ら れた 。 肉 料理 の 主

材 料 につ い て 教 科書 分 析を 行 っ た 結果 、日 替り 定 食 調査 結 果 と同 様 に 、 独語 團で は 豚 肉 、

数種 の 肉混 合 の利 用 が 多く 、仏 語 圏で は 羊 肉 、種 々 の鳥 肉 がよ く 用 い ら れて い た 。
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